
１歳６ヵ月児健診
12月6日（金）

対象：平成30年5月生

３歳児健診
12月27日（金）

対象：平成28年11月生

潜伏期間
12～48時間
症状・特徴
流行性嘔吐下痢症の原因となる。

主な症状は嘔吐と下痢であり、脱水
を合併することがある。

一般にウイルス性の感染症は、一度
かかると、身体の中に抗体（免疫）
が作られます。このため、再び同じ
ウイルスが侵入してきても、感染を
防ぐことができるのです。ところが、
ノロウイルスの場合、遺伝子タイプ
の違うものが31種類もあるので、感

染して抗体を持っていても、別の遺
伝子型が流行すれば、また感染して
しまう可能性がある。
多くは１～３日で治癒する。
感染経路

主な感染経路は、経口感染、飛沫感
染及び接触感染である。

汚物処理が不十分な場合、容易に集
団感染を引き起こす。

感染者の便には、多くのウイルスが
排出されている。また、嘔吐物の中
にも多量のウイルスが含まれている。

感染力が強く、乾燥してエアゾル化
した嘔吐物より、空気感染（飛沫核
感染）することもある。

木枯らしが身にしみる季節になり、朝晩の冷え込みも厳し
くなってきました。そして、師走。なんとなく気忙しく、落
ち着かない時期です。
大人の忙しさが中心になりがちだからこそ、こどもの生活

リズムを意識していただければと思います。年末年始に旅行
を計画しているご家庭は、ゆとりをもったプランでお願いし
ますね！

太陽の子保育園 ２０１９年１２月号

会場：羽村市保健センター

～～～ノロウイルスについて～～～

流行状況

１年を通じ発生するが、特に秋か
ら冬にかけて流行する。
感染力が強く、100個のウイルスで
感染が成立する場合もある。
嘔吐物や糞便には1グラムあたり
100万から10億個ものウイルスが含
まれている。
予防・治療法

ワクチンの開発は行われているが、
現在使用可能なものはない。

経口感染、接触感染、空気感染
（飛沫核感染）により感染するた
め、手洗いの励行等の一般的な予
防法を実施すること、

また、嘔吐物等に迅速にかつ適切
に対応することが大切である。

特異的な治療法はなく、下痢や腹
痛、脱水に対して水分補給、補水
等を行う。


